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　本書のキーワードは，遠感覚と
近感覚，色彩の地理学そして色彩
の倫理学です。遠／近感覚という
感覚の二分法は現在あまり使われ
ていませんが，感覚を進化的な視
点から考えるとき当然参照される
はずです。色覚は遠感覚としての
視覚の一つですから，遠感覚的な
特性を持っています。本書ではそ
の問題提起にとどまりましたが，
たとえば色の嗜好性なども遠感覚
の文脈の中で分析するなら新しい
側面が見えてくるように思われま
す。色彩地理学は一部の研究者に
とってはなじみ深い言葉ですが，

　1972年の初版以来，4年ごとに
改訂を重ね，第11版です。第3版
と第6版が邦訳されていますが，
それから20年，社会心理学は活発
な科学として新しい理論や発見を
生み出し続けており，その社会心
理学が責任ある科学として向き合
わなければならない現実の世界は
大きな変化を経験し続けていま
す。この本が，研究の進展と社会
の変化を見据えながら，この間に
大幅に内容が更新されたのを受け
て，最新版を翻訳しました。
　この本で扱われている現実の諸
問題は，主に合衆国が関わって国

しかし色彩研究全般にわたって浸
透しているようには思われませ
ん。そこであらためてその再発掘
を試みました。色彩研究と地理学
とのコラボレーションはもっと注
目を浴びていいように思われます。
最後の色彩倫理学は，著者の造語
ではありません。2013年に中国の
大学で講演を行った際，その大学
の学長が語ったと，その令嬢（神
奈川大学大学院生）から聞きまし
た。今日の色彩研究が直面する実
際問題はまさに色彩倫理学です。
本書が色彩の活用の上で少しでも
提案できていたら望外の喜びです。

内や世界で生じているものです。
しかしながら，この本で扱われて
いる社会心理学の理論と発見は，
日本をはじめとして多くの国と地
域と，そこに住む人々に応用する
ことができる普遍性をもったもの
です。この本の具体的事例が，日
本人や日本で，どのようなかたち
で立ち現われているかに，思いを
巡らせていただけると幸いです。
　著者はアメリカ心理学会120年
の歴史で優秀研究賞，優秀教授
賞，優秀著作賞のすべてを受賞し
た唯一の人物です。研究と教育と
著作の融合をお楽しみください。
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　日本の論文誌であれば受理され
る水準の論文を，そのまま英語に
訳して英語圏の論文誌に投稿して
も受理されない可能性があります。
それは，英語圏の論文誌のほうが
レベルが高く，採用の基準が厳し
いということをかならずしも意味
しません。英語の論文と日本語の
論文では形式に違いがあるため
に，慣れない日本人の書いた日本
語式の英語論文は不利になってし
まうのです。そこにはアカデミッ
クライティングという文体・文章
作法の問題があります。また，とく
に序論と考察における構成や展開

　研究における最先端は，細先端
でもある。科学は細分化して進展
するものだし，一つの研究では一
歩しか進めないのだから，それも
仕方がない。問題は，その細い先
端にどれだけ意義を持たせるか，
である。先端を支える幹が細すぎ
れば意義は小さいものにしかなら
ない。一方で，幹を太らすことば
かりに気を取られていては，先端
はなかなか生えてこない。先端と
幹のバランスは難しいが，どちら
が欠けても真の最先端研究には
ならないだろう。そういう思いで
この本を書いた。本書は，過去か

方法の違いがあります。こうした
形式の違いにより，日本人の書い
た英語の優れた研究内容の論文が
正当に評価されないことがずいぶ
んあるようです。
　本書は，そうした心理学の英語
論文特有の形式というものを意識
した，大学院生やこれまであまり英
語の論文を書いていない若手研究
者のための入門書です。ささやか
なものですが，個人的な知識や経
験が共有できればと思いこんな本
を書いてみました。レシピ本とい
うよりは，技術を習得するための方
針を示した教則本になっています。

ら現在，未来に至る乳幼児研究の
系譜を紡いできた知見を，批判的
な視点を交えつつ，紹介したもの
である。個人的なキャッチフレー
ズは「プラトンからゴプニックま
で」。第8章「仮想する乳幼児」
では，筆者が現在取り組んでいる

「空想の友達」研究も紹介してい
る。空想の友達とは，子どもが持
つ目に見えない友達のことで，お
さなごころを考える上で重要なト
ピックである。心理学の研究者は
もちろん，他分野の研究者や学生，
乳幼児に関心のある一般の方にも
ぜひ手にとっていただきたい。
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